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資　料

先天 性視覚障害 児の 言語表出 に み る既知 の 室 内空間の 空 間認知 につ い て

　　　　　　　　一心的走査 にお ける参照枠の移動 に着目 して一

丹所　忍
＊・

柿澤　敏文
＊’

　先天 性視覚障害児 7 名を対象と し 、 既知の 室内の 空間認知 を ど の よ うに成立 させ て

い る か検討するた め、対象物 の 配置等 を言語表出する よう求めた 。 得 られた内容 とそ

れに基づ き作成 され た スケ ッ チ マ ッ プか ら、参照枠を心的に移動して説明する者 と参

照枠 をある
一

点で 固定 して 説明する者があ っ た 。 参照枠の 移動が あ っ た児童は、実空

間で の探索方略 と同様の外部参照枠を用 い た移動方略が認め られ 、 多 くの 対象物 を自

己の 身体軸 や他 の 対象物を参照枠 として、「前後左右」 とい っ た空 間表現 に よ り表出

し、複数の 地点で 対象物同士 を関連づ けた定位が み られた 。

一方、参照枠 の 移動が無

か っ た児童 は対象物 の 表出数が 少 な く、 「近 く・所」な ど相対的な距離表現 で のみ 説

明す る場合があ っ た。 先天性視覚障害児 の 中には 、

一
望で きる規模の 空間にお い て も

心的に参照枠を移動させ て空 間を説明す る場合があ り、 空間認知 におい て 外部参照枠

を用い た参照枠の 移動方略を有する こ と の 有効性が示唆され た 、
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1 ．は じめに

　晴眼者 の 空間認知が視覚 に よ っ て 遠方の 範囲

まで 同時的に行われ る の に対 し、 視 覚障害者 は、

聴覚をは じめ、触覚や 自己受容感覚を含む諸感

覚か ら得 られる情報の
一

つ
一

つ を記憶し、空間

の 全 体像 を把握 して い く （Stuart， 1995）。 聴覚

に よっ て も遠方の 対象物を定位する こ とは可能

であ るが 、 方向や距離の 定位誤差が生 じやす く

（古川，2011）、 触覚や 自己受容感覚 を主 と した

対象物の 知覚は、対象に接近 し接触 する こ とで

可能 と な る （清水 ，
2011）。 した が っ て 、視覚

障害者の 空間認知は 身体 を中心 とした狭い 空間

を基本と し、移 動を介 した狭 い 空間の 連続とし

て 認知され る と考えられ る （山 本，2006）。また、

先天性視覚障害児の 場合 で も、 空間認知 は狭 い
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範囲で しか有効で ない もの の 、場所 の 空間的な

関係が把握で き、年齢が高まる に つ れ正確性を

増す とされて い る （山本 ，
1990

，
1991）。

　 と こ ろ で 、 晴眼者の 空間認知地図は ル ー ト ・

マ ッ プ型か らサ
ーベ イ

・
マ ッ プ型 へ と発達的に

変容 し （Shemyakin ，1962；谷 ，1980）、 環 境 の

状況 に応 じて複数の 参照枠 を使 い 分けた り、同

時 に複数の 参照枠を用 い た りして い る と考え ら

れ る （山本 ・上村 ・賀集 ，1987）。 ル ー ト ・マ ッ

プ型 とは出発地か ら目的地 まで の 経路 を系列 的

に示 すイ メ ージ 形態で あ り、 空 間参照枠 は 自己

の 身体軸で ある 。

一
方、サーベ イ ・

マ ッ プ型は

地点間の 位置関係全体の イ メ
ージ形態で あ り、

参照枠は環境内の 固定され た要素を基準とする

（Hart ＆ MOOTe
，
1973）。 各マ ッ プ型 には水準 の

変化が あ り、 高次の ル ー ト・マ ッ プ は低次の サー

ベ イ ・マ ッ プよ りも豊富な情報量 を有す る場合

が ある （Hart＆ Berzok，1982）とされ る。また 、
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一
望で きる よ うな規模の 空 間で は方向や配置知

識 を得 やす く、 サーベ イ ・
マ ッ プを持 つ の は容

易で あ る （中村 ，
2009）が 、1 つ の 地 点か ら把

握で きな い 大規模空 間全体の 認知地図を形成す

る に は 、 移動 と探索 に よ り複数の 地点か ら観察

し、 それぞれの 地点 における空間表象 を統合す

る こ とが必要 となる （Acredolo，1977）。

　晴眼者を対象と し て 、対象空 間を言語的に説

明 した りス ケ ッ チ マ ッ プを描い た りす るよう求

め た場合に も、 ル ー
ト

・
マ ッ プ型 とサ

ーベ イ
・

マ ッ プ型 の 二 つ の 型が 認め られ、ル
ー

ト ・マ ッ

プ型で は多 くの ラ ン ドマ
ー

クが 表出され、サ
ー

ベ イ ・マ ッ プ型 で は距離 と方向の情報が正 確に

表出される （中村 ，2009）。 言語表出に よる ル ー

ト
・
マ ッ プ型表現の特徴 として、Levinson（1996）

に よれ ば、参照枠の 原点 （視点）は空 間内で 移

動 し、対象物 の 定位 の 参照枠 は 自己 の 身体軸 を

基準に前後左右 とい っ た表現 に よ っ て 行わ れ、

運動動詞が多 く用 い られ る 。 また、サーベ イ ・

マ ッ プ型表現で は 、 参照枠の 原点は空 間の 外部

で 固定され、定位の 参照枠は他の対象物等を基

準 に東西南北 を用 い て 表現 され る こ とが多 く、

そ の 際、「ある、 い る」 とい っ た状態動詞が 多

く用 い られる 。 さらに 、 室内な ど
一

望で きる空

間の 場合 、 ル ー ト ・
マ ッ プ型 とサーベ イ ・

マ ッ

プ型の両方の特性 をもつ 中間的な表現が認 めら

れ 、参照枠の 原 点は室内の ある
一点で 固定され、

室内の 対象物や場所を参照枠 として 他の対象物

を定位 し、 状態動詞が多 く用 い られ る 。 加 え て 、

探索空 間 を想起 しなが ら作成 され る ス ケ ッ チ

マ ッ プは、実空間を探索 した際 の 空間探索方略

の 違 い に よ っ て 、 ル ー
ト・マ ッ プ型 とサ

ーベ イ ・

マ ッ プ 型 の 二 つ に 分 か れ る （船 津 ・山 内 ，

1983）。

　
一
方、視覚障害者の 言語表出に よる空間認知

地 図研 究 の 多 くは 、 屋 外 の 経 路 を対 象 と し

（Edwards，
　Ungar

，
＆ Blades

，
1998；本間，2000；伊

藤 ，
1994）、 こ うした研 究で は 、 視 覚障害者が

移動の 際に利用す る手がか りの 特徴や、視覚障

害者の 移動行動の 安全性や能率性の 向上 にむ け

た環境 の あ り方 を明 らかに す る こ とが 目的 とさ

れて い る 。 伊藤 （1994） は 、 対象者が 日常 よ く

行 く場所に到達する ため に どの よ うな情報を手

が か りに して い る か面接調査 し、風の 流れ等の

「変化 ・流動情報」が 18％ 、 音響信号等の 「固

定音 源情 報」 が 39％ 、 点字 ブ ロ ッ ク や 路面の

材質 等の 「固定対象物情 報」が 39％ で あ っ た

として い る 。 横山 ・野村 （1999）は、対象者が

日常 よ く利用する複数の 場所 につ い て 、他の 視

覚障害者がそこに安全 に行 けるよう言語表出に

よ っ て 経路説明する よ う求めた 。 分析結果か ら、

文章を構成する定型 的 な概念要素をラ ン ドマ
ー

ク、オ リエ ン テ
ー

シ ョ ン、モ ビ リテ ィ の 3 つ に

分類 し、視覚障害者は時間に関す る言葉や 白分

で確かめ られる距離 、 身体の 回転な どの 言葉が

多い として い る 。 また、本間 （2000）は、歩行

訓練 を修了 した 弱視者 17名、全盲中途視覚障

害者 8 名、全盲早期視覚障害者 6 名を対象に屋

外の 経路に おける移動情報の 聞 き取 り調査 を行

い 、段 差や階段等 を含む 「触覚情報」、「聴覚情

報」、 「嗅覚情報」、 空間がひ らける 感 じ等 「そ

の 他 （雰囲気）」の 4 つ に分けて 空間的手が か

りを分析 し 、 全盲早期視覚障害者は 、 全盲中途

視覚障害者や 弱視者よ りも多くの 移動情報を利

用 し、

一
般 的に視覚障害者は直接知覚可能 な空

間的情報に よ っ て 自らの 行動 をナ ビゲー トす る

として い る 。

　こ れ らに対 し、既知の 室内や 地域 など 、 広が

りを もつ 空 間 に 関す る 研 究 は比 較 的 少 な く

（Kitchen ，
　BIades

，
＆ Golledge，1997 ；Warren ，

1984）、 十分 に は 明 らか に され て い な い ところ

がある 。 そ うした 中 、 山本 （1993）は 、 先天性

視覚障害児 19名 を対象 に 、 在籍 学校 内の 既 知

の 建物や部屋 の 位置に 関する 知識 の発達 を明 ら

か にする こ とを目的 と して 方向定位課題 に よる

実験 を行 っ て い る 。 対象児に対象場所 を方向定

位盤の 針 を動か して定位する よう求めて実際の

場所 との 角度誤差 を調 べ
、 先天性視覚障害児は

自己 の 身体軸を中心 と して 対象箇所と の 空間的

な関係 を把握 で きる と して い る 。 また、Casey

（1978）は先天盲の学生 （17〜20歳） と弱視 学

生 （16〜 21歳）各 10名 を対 象 と し、 模型構 成
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課題に よ り在籍校の 建物や グ ラ ウ ン ドの 地図制

作 を求めた 。 対象者の 模型構 成能力 や触察能力

に つ い て は考慮 されて い な い が 、 結果 と して 、

弱視学生は よ り多 くの 対象物を配 置し正確 さも

高か っ た
一

方で 、先天盲 の 学生 は組織的構成 を

する とい うよ りは対象物同士の 関係 を作る傾向

にあ っ た 。 また 、 先天盲の 中に は地 図構成が 比

較的優 れた者がお り、彼 らは単独歩行能力 で 比

較的高い 評価 を受けた者であ っ たとい う， こ の

よ うに 、 先天性視覚障害児の 空 間認知に関 して、

ある地点か ら自己の 身体軸 と対象箇所 と の 位置

関係 の 理解 に つ い て は検討 され て い るが 、場所

間お よび対象物間の 位置関係 や距離に関する理

解 、 環境そ の もの の大 きさ、 外形の 理解な どに

つ い て は十分明 らか に されて お らず、 特に室内

な どの 小 さい 空間に つ い ては報告がなされて い

な い 。 また、方法論と し て 、先天性視覚障害児

を対象 とした 場合、模型構成 課題や ス ケ ッ チ

マ ッ プ課題 で は、対象児の構成能力や地図描画

能力が 結果 に及ぼ す影響が大 きい と考えられ 、

こ うした問題 を考慮す る必要が ある。 学童期 に

お い て は記憶 した内容 を書記再生するよ りも口

頭再生する方が 難易度は低 く、 再生 され る要素

量 も多い （高橋
・杉 岡 ，

1993）こ とが知 られて

お り、 本研究で は、先天 性視覚障害児の 言語表

出に基づ き、 彼 らが既知 の 室 内空間の 空間認知

を どの よ うに成立 させ て い るかにつ い て 明 らか

にする こ と とした 。

　 と こ ろ で 、視覚 障害者 にお い て も、実空間を

探索す る際に空間探索方略が認め られる こ とが

ある 。 例えば、室 内の ある地点か ら壁 に沿 っ て

一
周 しなが ら壁沿 い にある対象物を順 に説 明す

る 「外枠型」、あ る地 点や対象物を基点 と して

基点か ら各対象物に向か っ て 行 くこ とを繰 り返

し行なう 「基点型」、 壁 か ら対面 の 壁 に格子状

に移動する 「格子型」 と い っ た外部参照枠 を適

用 した空 間探索方 略 を複数示 した視覚障害者

は 、明確な方略 を示さなか っ た視覚障害者 よ り

も多 くの 対象物を短時間で見つ けられ るな どよ

り良い パ フ ォ
ーマ ン ス を示す （Hill，

　Rieser
，
　Hill

，

Hill，　Halpin，＆ Halpin，1993） こ とか ら、既知の

空間を想起 しな が ら言語に よ り空間の 説明を行

う際 、 先 天性視覚障害児 に空 間探索方略 と同様

の 移動方略が認 め られるか ど うか につ い て も検

討する 。 以上 よ り、 本研究の 目的は 、

一望で き

る規模の 空間に つ い て 先天性視覚障害児が空 間

認知 を どの ように成立 させて い るかを明 らか に

す るこ と とした。記憶に基づ く言語的説明に よ

り、 どの ように対象空間を定位 し対象物等の 配

置 を理解 して い るの か 、 参照枠の 心的な移動の

有無に着 目して検討する 。

皿．方法

　 1．対象児

　視覚障害特別支援学校小学部 に在籍 し、 3歳

前に視覚障害を有するこ ととな っ た先天性視覚

障 害 児 7名 （2 年 男 子 2 名 、 3年 男 子 1 名 、 4

年女子 2 名 、 5年女子 1名 、 6 年男子 1名）で

あ っ た 。 全員、点字 を用 い て学年相応 の 学習 を

進め てお り、在籍す る視覚障害特別支援 学校の

校舎内に ある主な使用教室へ の 単独移動が可能

で あ っ た 。 対 象児 の プ ロ フ ィ
ー

ル の 詳細 を

Table　lに示 した 。 なお 、 本研究 は 、 本人 ・保護

者お よび学校長 よ り研究協力 と結果の 公表に関

する承諾を得る とともに、筑波大学人間系研究

倫理 委員会の 承認 （課題番号 ：筑 24−11） を受

けて 実施 した。

　 2．実験課題

　対象児 に と っ て 既知の 室内空間の 対象物の 配

置等 を言語 表 出に よ り説 明す る課題 を行 な っ

た 。 対象空 間は、対象児の 在籍学校 内にある プ

レ イル ーム （約 10m × 6m）で、雨天時の 集会や

休み 時間等に使用す る場所で あ っ た。 よ っ て 、

対象空 間へ の 接触回数は 対象児毎 に異 なるが 、

ど の 対象児に と っ て も十分熟知 した 場所で あ

り、 室内の 記憶等には大 きな違 い は無 い 所 と判

断 して選定 した 。 また 、 対象児 は各対象児 の ホー

ム ル ーム や 特別教 室等に つ い て 、触地図に よ り

空 間の 全体像を学習する経験を有す るが対象空

間 に つ い て は そ うした学 習経験 が 無 い 場所 で

あ っ た 。 対象 空 間の 概 略図 をFig ，1に示 した 。

プ レ イル ーム 内には、廊下側の 壁沿 い に 出入口
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Table 　1　 対象児 の プ ロ フ ィ
ー

ル

対象児　 性別　 学年　　生活年齢 眼疾患 保有視覚等

ABCDEFG ワ」
　

ウ一
　

3
　

4
　

4
　

匚
」

　

£
U

ヘ

　

　

ヘ
　

　

ヘ
　

　

ヘ
　

　

ヘ

　

　

ヘ

　

　

へ

444

刀

刀

4

石

男

男

男

女

女

女

男

7；057

：088

：089

：039

：ユ110

：0712

：01

網膜剥離 （家族性滲吊性網膜症）

　　 レーベ ル 先天 黒内障

　　 視神経圧 迫 （脳腫瘍）

　　 　　 視神経膠腫

ピー
タ
ー

ス 奇型 （発達緑内障）

　前眼部形成不全 （角膜混濁）

　 第一次硝子体過形成遺残

　　　　右 0 ・左 0

　　　 右 0 ・左光覚

　　　　右 0 ・左 0

右 0．Ol ・左指数弁、視野障害

　　　右 千動 弁 ・左 0

　　　右手動弁 ・左 0

　　　 右 0 ・左光覚

窓側 の 壁

　 　 廊下側 の 壁

Fig．1　対象空間内の 配置図

の ドア が あ り、 その 正 面の 壁に は 窓が あ っ た 。

出 入 口 の ドア か ら壁沿 い に 反時計周 りで 室内を

一
周す る と、靴箱 、 梯子、マ ッ ト、ボ ール かご、

棚、跳箱、フ ープ、窓、ヒ ーター、キーボ ー ド、

本棚 、 平均台 、 ヒーター、カ セ ッ トの 棚、触る

絵本の 棚 、 隣室へ の ドア、水道が い ずれ も壁側

に沿 っ て配 置され て い た 。 また 、 出入口 の ドア

か ら室内を向い て 右側の壁付近 に は ブ ラ ン コ と

ロ
ープが 天井か ら吊る され て い た 。 全て の 対象

物 は定位置が 決め られ てお り、マ ッ ト、跳箱、

フ
ー

プ、キ
ー

ボ
ー

ド、平均台は移動可 能であ る

が 、 移動 される事 はほ とん ど無 く移動 した場合

は 定位置に必 ず戻す事にな っ て い た 。

　 3．手続 き

　対象児の 在籍学校内にある教室で個別に実施

した 。 「学校 に ある プ レ イ ル ーム に つ い て 知 っ

て い る こ とをで きるだ けた くさん教 えて くだ さ

い
。 」 と教示 し、 プ レ イル ーム の 形状 や 対象物

の 位置 に つ い て 、記憶 に基づ きで きる だ け詳細

に口頭で説明する よ う求め た 。 説明方法を一切

制限せ ず、思 い つ くまま自由に表出する よ う求

め、回答へ の 評価 は行わず、相づ ちに よ り回答
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を促す よ うに した 。 回答後、表出され た対象物

の い くつ かに つ き、「▲ か ら見 ると●は ど こに

あ りますか 。 」等の 補足質問を し、さ らに回答

を得 た 。 こ れ らに つ い て ビ デ オ カ メ ラ （SONY

製 DCR −SR300） で録 音 ・録 画 し、 分析 に使用

し た 。 課題 は着席 した状態で 行い 所要時間は説

明 の 時 間 も含 めて 15分間程度 で あ っ た 。 手順

等の理解促進 と確認の ため、各対象児の ホ
ーム

ル ーム の 配置説明を練習課題 として行っ た後に

本課題 を実施 した 。

　 4．分析方法

　（1）語句の 分類 ：得 られ た回答 （以下 、説明

文とする）の 語句の 分類 ・抽出方法は、先行研

究 （本間 ，2000 ；伊藤，1994 ；横山 ・野村 ，
1999）

を参考 に 、 ラ ン ドマ
ー

ク 、 オ リエ ン テ
ーシ ョ ン 、

モ ビ リテ ィ の三 つ に分類 した 。 ラ ン ドマ
ー

ク と

は対象空間内にあ っ て そ の 空間を把握する上 で

手が か りとな る対象物や場所をい う。オ リエ ン

テ
ーシ ョ ン は定位 され た ラ ン ドマ

ーク等の 位置

関係 を表す語句で あ り、順序、距離、方向 ・方

位、形状 の 4つ に細分類 した 。 モ ビ リテ ィ は位

置や 向きの 変化等 を表す動詞で あ り、Taylor

and 　Tversky （1992，
1996）に基づ き運動動詞 と

状態動詞 を別に 分類 した。

　（2）説明文の ス ケ ッ チ マ ッ プ化 ：各対象児の

説 明文で 表出 された ラ ン ドマ ーク を補足質問の

回答結果 と照合 し、 正 しく表出された順序に基

づ きス ケ ッ チ マ ッ プ化 した 。 説明文で 表出され

た ラ ン ドマ ーク の 位置が不 正確で あ っ た場合

は、補足質問の 結果 と照合 し、そ の 回答が正 し

ければ ス ケ ッ チ マ ッ プ に記入 した 。 また 、 回答

中に対象児が 間違 い に気づ き訂正 した場合 は 、

訂正後の 回答 を分析 した 。 なお 、 得 られ た説明

文 中に ラ ン ドマ
ー

ク の 絶対的距離 を示す表現が

一切 なか っ たた め、対象空 間内の 実際の 位置 に

基づ き表出されたラ ン ドマ
ー

クを配置 した 、

　（3）参照枠の 移動方略 ：参照枠の 移動の 有無

は 、 Taylor　and 　Tversky（1996）を参考 に 、 対象

児が対象空間を心的に移動 しなが ら説明 して い

る場合 を 「移動」、あ る地 点で止 ま っ た状態で

説明 して い る場合 を 「固定」、移動 した り止ま っ

た りしなが ら説明 して い る場合を「移動 ＋ 固定」

と した 。 移動方略は 、
　Hill　et　a1．（1993）に基づ き、

外枠 型 、 基点型 、 物 同士型 、 不明の 4 つ に 分類

した 。 外枠型 はある地点か ら壁 に沿 っ て 一周 し

なが ら壁沿い にある対象物を順 に説明する 方略

で 、基点型は ある地点や対象物 を基点 として基

点か ら各対象物に向か っ て行 くこ とを繰 り返 し

行 ない 説明する方略で ある 。 また 、 物 同士型は

ある対象物か ら対象物 へ と移動 して説明を行 な

う方略で あるが 、 壁 に沿うこ とや基点型 の よ う

に特定の 基点を持 つ こ とは ない
。 なお 、 複数の

型が認め られる 場合 、 例えば 、 外枠型 と基点型

が得 られた場合は、「外枠 ＋ 基点型」と分類 した 。

　 （4）語句の 分析 ：ラ ン ドマ
ー

ク は 、 種類 、 数 、

正誤 、 定位の 参照枠 、 複数 の ラ ン ドマ ーク同士

を関連づ けて 定位 した まと まりの 数 と まとま り

内の ラ ン ドマ
ー

ク数を分析 した 。 また 、 オ リエ

ン テ ーシ ョ ン に つ い て は、「方 向 ・方位 」 の 種

類 と数を分析 し、モ ビリテ ィ は、種類 と数お よ

び 運動動詞 と状態動 詞の 割合 に つ い て 分析 し

た 。 表 出 さ れ た ラ ン ドマ ー
ク の 参 照 枠 は 、

Taylor　and 　Tversky （1996）と同様 、 心的表象内

に ある対象児か ら見た場合 の 定位 を自己 中心的

参照枠 （自己） とし、「棚 の 右 に机 があ る」 の

よ うに対象物を他の 対象物と関連づ けて説明 し

て い る場合 に外部参照枠 （外部）と し、「ドァ

の 斜め左 に棚がある」の 「ドア」の よ うに空 間

内の 構造物その もの を 「環境」 とした 。 空間参

照枠が不明な場合は不明 とした 。

皿．結果

　 1．参照粋の心的な移動の有無 と移動方略

　Table　2 に得 られ た説明文の 例 を示 した 。 また 、

Fig ．2−1か ら Fig．2−3 に説 明文に 基づ き作成した

ス ケ ッ チ マ ッ プ の 例 を示 した （説明文の 全文 は

Appendix を参照 の こ と）。 説明文 と作成 された

ス ケ ッ チ マ ッ プか ら、参照枠の 移動が あ り空 間

探索方略 と同様 の外 部参照枠 を用い た移動方略

が認め られた対象児 とそうで なか っ た対象児が

あ っ た。参照 枠 の 移 動 の 有無 に つ い て 、4 名

（A 、B 、　D 、　G ）が 「移動」 または 「移動 ＋ 固定」
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で あ り、 対象空間内を心 的に移動 した りある地

点 で停止 した りして説明を して い た 。 また 、4

名と もに外部参照枠を用 い た移動方略が 認め ら

れた ． A は外枠 ＋ 物同士型で あ り、 対象空間の

廊下側 出入口 を出発点として反時計回 りで壁 に

沿 っ て心的に移動 しなが ら対象物の 配置 を順 に

説明 して い た （Fig。2−1）。　D は外枠 ＋ 物同士型 、

G は外枠 ＋ 基点 ＋ 物 同士型で あ っ た 。 2名 と も

靴箱 を出発点 として時計 回 りで ほぼ壁 に沿 っ て

心的に移動し、所 々 停止 して そ の 付近 にある対

象物 を複 数関連づ けて 説明 して い た 。 B （Fig．

2−2＞ は基 点 ＋ 物同士 型で 、 靴 箱 を基点 と して

対象物 へ 心的に向か うこ とを繰 り返 し、室内を

放射状 に移動 して い た 。 また、移動先で 停止 し

て付近にある対象物 を複数 関連づ けて説明 して

い た 。 参照枠の 移動が無 く固定 で あ っ た 3名 の

うち、c （Fig ．2−3） と E の 固定点は 、 得 られ た

説明文か ら廊下側入 口 の ドア付近 を背 に して プ

レ イル ーム 内を向 い た状態 で あ る と判 断 され

た 。 F の 固定点は同 じ く入 口付近 と推察され る

が 、説明文中に 「方向 ・方位」の 語句が無か っ

たた め参照枠の 向 きは特定で きなか っ た 。

　補足質問で は 、 各対象児が説明文で 表出した

ラ ン ドマ
ー

ク の い くつ かに つ い て 、「△ か ら見

る と●は どこ にあるか」等と尋ね た 。 対象児毎

に質問数と指定した対象物お よび対象物数は異

なるが 、 参照枠 の 移動 の 有無 に関わ らず全対象

児が各 々 指定 した対象物に お い て 参照枠 を固定

した状態で 、 指定 した他 の対象物の 位置 を前後

左右 に よ っ て 正 し く表出 した 。 指定 した対象物

に対 し、心的に身体の前面を向けて説明した対

象児が 2 名 （A 、F）、心 的に身体の 背面 を向け

て説明 した対象児が 4 名 （B 、 C 、
　 E、

　 G）あ り、

D は前面 と背而を向けた両方の 状態で の 説明が

認め られ た。対象児毎の 正答率は、参照枠の 移

動 が あ っ た対象児に つ い て、A が 100％ （質問

数 7）、 B は 100％ （質問数 3）、
　 D は 100％ （質問

数 6）、G は 100％ （質問数 13）で あ っ た 。 参照

枠 の 移 動 が 無か っ た 対 象児 に つ い て、C は

100％ （質問数 2）、 E は 57．1％ （質問数 7 、 正 答

数 4）、F は 60％ （質問数 5、 正答数 3）で あっ た 。

参照枠 の 移動が あ り空間探索方略 と同様 の 外部

参照枠を用 い た 移動方略が 認め られ た対象児

（A 、 B 、
　 D 、

　 G ） と参 照枠 の 移動 が 無か っ た対

象児 （C 、 E 、
　 F） とで は空間認知方略 に違い が

ある と考 え られ 、 空間認知の 特徴に つ い て 移動

有 り群 と移動無 し群に分 けて 検討する こ と とし

た。

　 2 ．ラ ン ドマ
ー

クの種類と数お よび参照 枠

　Table　3 に、表出 され た ラ ン ドマ ーク の 種類と

数 および表出 された ラ ン ドマ ークの 参照枠の 割

合 を対象児別に 示 した 。 ラ ン ドマ
ーク の 誤 っ た

定位 は A に 3 つ 認め られ、表出 した ラ ン ドマ
ー

ク の 位置の 左右 を反 対に述 べ る と い う誤 りで

あ っ た。補足 質問の 回答と照合 した結果、い ず

れ も心的な移動 に伴 う自己中心的参照枠に よる

定位と判 断され、正 し く定位され た もの として

計数 し、 参照枠 は不 明と した 。 全 体 とし て 、表

Table　2　得 られ た 配置説明文の例

対象児　参照枠 の 移動 配置説明文の
一
部

A
　　　　　 プ レ イ ル

ー
ム に 入 っ て 右側 は 壁 が あ ります．そ の 壁 の 左は 登 る や つ が あります．

移動有 り
　　　　　 そ の 左 は また壁が あ っ て そ の前 は窓が あ っ て そ の 左 はキ

ー
ボ
ー

ドが　あ ります ．
外枠型

　　　　　 キーボードの 左 は　平均台が 　あります ．

B 移動有 り

基点 ＋

物同士型

触る絵本の棚が ま っ す ぐ行 っ て 左 に あ ります．靴箱が入 っ て 右側 にあ ります．

ター
ザ ン ロ ープ は 入 っ て 靴箱か ら右 に行 くと便利です．ブ ラ ン コ はそ の 左 側 に あ

ります．ボ ール の か ご は靴箱か ら右側 に行 きます．それ で ， まっ す ぐ行 く と あ り

ます ，

C 移動無 し
ドァ 入 っ た ら右側に靴箱があ っ て ，真正面の ち ょ っ と右 くらい に平均台があ っ て

，

ドア の ず っ と右 の 方に は ボール とマ ッ トが置 い て あ っ て．それ くらい ．

注）対象児 A ，B ，　c の 配置説明文は，　Fig．2−1，　Fig．2−2，　Fig．2−3 の ス ケ ッ チ マ ッ プに対応して い る ．
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先天性 視 覚障 害児 の 言語 表出に み る既 知の 室内空聞の 空間認知 につ い て

Fig．2−1　A （外枠型 ） の 説明文に基づ くス ケ ッ チ マ ッ プ

Fig．2−2　B （基点 ＋ 物同士型） の 説明文に 基 づ くス ケ ッ チ マ ッ プ

Fig．2−3　c （移動無 し） の 説明文に基づ くス ケ ッ チ マ ッ プ

注）対象児は Table　2に対応する．実線の 矢印は心的な移動を示

し，基点に●が つ い た もの は心 的な移動ととも に 対象物同士 の

関連づ けがあ っ た こ とを示す．基点に●が つ い た破線 の 矢印は

心的な移動は な く，対象物同士 の 関連 づ けがあ っ た こ とを示す．
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出され た ラ ン ドマ
ーク の種類 は靴箱や本棚な ど

対象児が接触 した り操作 した りするな どして 定

位 され る対象物で あっ た 。 移動有 り群 の全対象

児は移動無 し群の 全対象児 よ りもラ ン ドマ
ー

ク

の 表出数が多 く、 表出数が最 も多か っ た対象児

は移動有 り群の D （外枠 ＋ 基点型）の 17で 、最

も少 な か っ た の は 移動 無 し群 の F の 4 で あ っ

た。表出 され た ラ ン ドマ ーク が ど の 参照枠 に よ

り定位 されたの か に つ い て、 自己の 身体軸であ

る割合が 高か っ た対象児は、移動有 り群の B と

D の 2 名で 、 外 部の 物で ある割合 が高か っ たの

は移動有 り群 の A と G お よび移動無 し群の E の

3 名で あ っ た 。 環境 内の 構造物そ の もの を参照

枠 とした表出があ っ た対象児は、移動有 り群の

A と移動無 し群の E とF の 3 名で あっ た 。

　 3 ．オ リエ ンテーシ ョ ンの種類 と数

　Table　4 に 、 表出されたオ リエ ン テ
ーシ ョ ン の

種類 と数を対象児別に示 した 。 全体として、「左

右」の 表出が 最も多 く、対象空 間の 外形 や大 き

さに 関する表 出は なか っ た。移動有 り群 の 全対

象児にお い て 、 移動無 し群の 全対象児 よ りもオ

リ エ ン テ ーシ ョ ン が多 く表出 され た 。 「ま っ す

ぐ」 の 表出は移動有 り群 に の み見 られた 。 移動

有 り群で 「外枠 ＋ 基点 ＋ 物同士 型」で あ っ た G

は、空間概念の 発達段 階と して 「左右」 よ りも

高い 「斜め」 を用 い た表現が見 られた 。

一方 、

移動無 し群の E とF は 、 「●の近 くに▲ が ある」、

「■ の 所に●が ある」な ど、二 つ の ラ ン ドマ ー

ク 間の 遠近の み を表出して い た 。 と りわ け、F

は方 向や 距離 を明確に示す表現が
一

切無か っ

た 。

　 4 ．モ ビリテ ィ の種類と数お よび 運動動詞 と

　　　状態動詞の割合

　Tab］e　5 に 、 表出された モ ビ リテ ィ の 種類 と数

お よび運動動詞 と状態動詞 の 割合 を対象児別に

示 した。全体 として、「● が ある」 と い っ た状

態動詞の 表出数が最 も多 く、 「入 る」以外の 運

動動詞 は移動有 り群 に の み 見 られた 。 移動有 り

群の 全対象児は 、 移動無 し群の 全対象児 よ りも

モ ビ リ テ ィ の 表出数が多か っ た 。 合計表出数が

Table　3　表出さ れ た ラ ン ドマ ーク の 種類 と数お よ び参照枠 の 割合

参照枠 ラ ン ドマ
ー

ク の 種類 ラ ン ドマ ーク の参照枠と割合

の 移動
対象児

壁 ・窓　入口 ・ドア 対象物
合計

自己 外部 　　 環境 不明

移動

有 り

ABDG 3　　 　 　　 2
1　 　 　　 　 0

0　　 　 　　 1
1　 　 　 　 　 2

510169 1011171220．0％

54．5％

82．4％

16，65％

50．0％ 　 　 　 0％
45．5％　 　 　 0％
17．6％　 　 　　0％
66．7％　 　16．65％

30．0％
　 0％
　 0％
12．0％

移動

無し

CEF 0　 　 　 　 　 1

1　 　　 　 　 1
1　 　　 　 　 1

462 584 40．0％
　 0％
　 0％

40．0％ 　 　 20．0％
75．0％ 　 　 25．0％
50，0％ 　 　 50．0％

0％
0％
0％

Table　4　表出 されたオ リ エ ン テ ーシ ョ ン の種類と数

参照枠
　　　　 対象児
の移動　 　　 　 　 　 　　 まっ す ぐ

オ リエ ン テ ーシ ョ ン の 種類

前後　　左右 斜め 奥
　　　　　　　　　合計
近 く ・所　　他

動

り

移

有

ABDG 0
【

り

∩
乙

2

9臼

19
自

−

81075 0001 0100 0000 0101 08101111

動

し

移

無

CEF 000 000 320 000 010 022 110 462
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Table　5　表出されたモ ビ リテ ィの種類 と数お よび 運動動詞 と状態動詞 の 割合

参照枠 モ ビ リ テ ィ の種類 運動 状態
　　　　 対象児
の移動 行 く　　越 える　　入 る　　曲がる ある

合計
動詞 動詞

　 　 　 　 　 A

移動　　　B

有 り　 　 D

　　　　　 G

1　 　 　 　 0　 　 　 　 1　 　 　 　 0
15　 　　 0　 　　 　 5　 　 　　 0
11　　 　 0　 　　 　 0　　 　 　 1

2　　　　 1　　　　 ユ　　　　 0

1091211122924159．1％
69．0％
50．0％
26．7％

90．9％

31．0％
50．0％
73．3％

　　　　　 C
移動
　 　 　 　 　 E
無 し
　 　 　 　 　 F

0　　　　0　　　　 1　　　　 0

0　　　　0　　　　 0　　　　0

0　 　　 　 0　　 　 　 1　　 　 　 0

362 463 25．0％
　 0％
33．3％

75．0％
100％

66．7％

最も多か っ た の は、移動有 り群 で 「基点 ＋ 物 同

士」 の B （29）で あ り、 最 も少な か っ た の は移

動無 し群の F で あ っ た 。 運動動詞 と状態動詞 の

表出の 割合を対象児別 にみ る と、 運動動詞の 占

める割合が高か っ た の は、移動有 り群 の B の み

で 、移動有 り群の D は運動動詞 と状態動詞の 占

める割合が同 じで あ り、他 の 5 名は状 態動詞の

占め る割合の 方が 高か っ た 。

　 5 ．ラ ン ドマ ーク同士の ま とま りの 数とまと

　　　まり内の ラン ドマ ーク数

　Table　6に 、 ラ ン ドマ ーク同士 の ま とま りの 数

とまとま り内の ラ ン ドマ
ー

ク数を対象児別に示

した 。 まとまりの 数が最 も多か っ た対象児は移

動有 り群の A 、B 、　 G であ り、 い ずれも 8組 の ま

とま りを表出 して い た 。 ま とまりの 数が最 も少

なか っ た の は移動無 し群 の F （2組）であ っ た 。

まと まり内の ラ ン ドマ ーク数は、参照枠の 移動

の 有無 に関わ らず 2 〜 3個で あ っ たが 、移動有

り群 で は 4名 中 3名の 対象児 （B 、 D 、
　 G）が最

大 3個 の ラ ン ドマ
ー

クを関連づ けて 定位 して お

り、移動無 し群 よ りもラ ン ドマ
ー

ク 同士の まと

まりの 規模が大 きい 対象児が多 く見 られ た 。

】y ． 考察

　 1 ．参照枠の心 的な移動の有無と移動方略に

　　 　つ い て

　本研究に お い て、先天性視覚障害児の 中には、

一
望 で きる室内空間を想起 して対象物の 配置等

を説明す る際 、 晴眼者 と同様に参照枠 を固定さ

せ て説 明す る者 と参照枠 を心的に移動 させ て 説

明す る者があ っ た ， また 、 参照枠の 移動が あっ

た者は、基点を設け、 ドア等ある基点か ら室 内

の 壁 に沿 っ て対象物を くまな く順 に 説明 した

り、 ドア付近の 基点か ら対象物まで複数回移動

して 放射状の 動 きに よ り説 明 した りす る など、

実空間で の 空間探索方略 と同様に 外部参照枠を

用 い た参照枠 の 移動が認め られ た 。 対象空 間内

に正確 に位置づ け られた ラ ン ドマ
ーク の 表出数

は、移動有 り群の 全対象児にお い て 移動無 し群

の 全対象児 よ り多 く、 また、補足質問の 結果、

TabTe ・6 　ラ ン ドマ
ーク 同士 の まとまりの 数と各まとま り内の ラ ン ドマ ーク数

参照枠 ま とま り内 の ラ ン ドマ ー
ク数 まとまりの

　 　 　 対象児
の 移動 2個 　 　　 　 　3 個 数

　 　 　 　 A

移動　　　B

有り　 　 D
　 　 　 　 G

8組　　　　　0 組

4 組　　　　　4 組

1組　　 　　　5 組

7組　　　　　1組

8組

8 組

6 組

8組

　 　 　 　 C
移動
　 　 　 　 E
無し
　 　 　 　 F

2組 　 　 　 　　 1組

6組　　 　　　0 組

2組　　　　　0 組

3 組

6 組

2 組
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移動有 り群 は指定され た地 点にお い て 参照枠 を

固定した状態で も複数の 対象物の 方 向を正確 に

結び つ けて 定位 して お り、 対象空間内の複数の

地点か ら対象物 の 配置 を正確に 多数位置づ ける

こ とがで きて い たと考えられ る。正 しい 空 間イ

メ ー
ジの形成に は、空 間の 能動的探索が重要な

要因 の
一

つ で あ る （Fletcher，1980 ； 佐 々 木 ，

1981） と考え られ 、 先天性視覚障害児の 空間認

知地図が主 に触覚と自己 受容感覚 に よ っ て 形成

され て い くこ とをふ まえる と 、 本研 究の 結果か

ら も積極的な移動行動の 重要性が 示唆され た と

言 えよう 。 加 えて、視覚障害者を対象 として 実

際に未知の 室内空 間を探索 し対象物の 配置学習

を求め た実験 （Hill　 et 　 aL ，1993） にお い て 、 環

境の 形状を明確 にする 、 基点 を設ける 、 順序立

て て 見落 と し無 く探す、物同士 を関連づ ける こ

とな ど外部参照枠 を適用 した空間探索方略 を複

数用 い た対象者 は良 い 成績を示 した。すなわ ち、

先天 性視覚障害児にお い て は 、 能動性 に加 え、

外部参照枠 を用い た移動方略 に よ り空間を移動

する こ とが室内など広が りの ある空間の 認知地

図を形成する うえで重要 とな り、本研 究の 結果

はこ れを支持する もの と考える。

　 2．一望 で きる空間の 空間認知 に つ い て

　晴眼者を対象 とし て 、室 内など
一

望 で きる空

間の 言語的説明を求めた実験 （Levinson，1996）

で は 、 参照枠 の 原点は室内の ある
一
点で固定さ

れ、室 内の 対象物 や場所 を参照枠 として他 の 対

象物を定位 し、「ある 、い る」 と い っ た状態動

詞 が運 動動詞 よ りも多 く用 い られた 。 これ に対

し、本研究にお い て 実空 間で の 空 間探索方略 と

同様に外部参照枠を用 い た参照枠の 心的な移動

が あ っ た対象児に つ い て 、 定位 の参照枠が他の

対象物で あ っ た割合が高か っ た対象児や状態動

詞の 割合が運動動詞の 割合 よ りも高か っ た対象

児が認め られた もの の 、 参照枠が移動 して い る

点や 、 ラ ン ドマ
ー

クが 多 く表 出 された 点 か ら

ル ー
ト
・
マ ッ プ型に 近 い 表現で ある と推察 さ れ 、

参照枠が固定 される とい う晴眼者の 結果 とは
一

致 しな い 場合が あ っ た。むしろ、本研究にお い

て 参照枠の 移動が 無か っ た 対象児の 結果は、

Levinson （1996）の 晴眼者 の 結果 と
一

致す る も

の であ り、 参照枠の 移動の 無か っ た対象児にお

い ては、対象物の距離や位置の 情報が 明確で は

なか っ たが 、参照枠 が固定 され 、 定位の 参照枠

が他の 対象物 で ある 割合が 高 く、 状態動詞の 割

合 が運動動詞 の 割合 よ りも高か っ た こ とか ら

サーベ イ ・
マ ッ プ型 に近 い 表現 で あっ たと推察

され る 。 晴眼者の 空 間認知 は主 と して 遠感覚 で

あ る視覚 に よ っ て 行 われ 、 対象物 へ の 接近を必

ず しも必要 とせ ず、参照枠の 原点 （視点）は 固

定された まま複数の 対象物が 同時的に定位 され

る 。 同様に、本研 究にお い て 参照枠の 移動が 無

か っ た対象児の 定位 の 参照枠 は対象物か ら離れ

た地点で 固定 され 2 〜 3 つ の 対象物 を表出 して

い た 。 Hart　and 　Berzok （1982）に よれ ば、ルー
ト・

マ ッ プ内に もサ ーベ イ ・マ ッ プ内に も水準の 変

化が あ り、ル ー ト・マ ッ プ は常に サ ーベ イ ・マ ッ

プ よ りも認知地 図と し て の 水準が低 い の で は な

く、高次 の ル ー ト・
マ ッ プは低次 の サーベ イ ・

マ ッ プよ りも豊富な情報量 を有する場合が ある

とされ、本研究にお い て 参照枠の 移動が あっ た

対象児 は 、 移動の 無か っ た対象児 よ りも対象空

間内 の 配 置知識 を多 く有 し て い た と推察さ れ

る。参照枠の 心 的な移動が あ っ た対象児の 説明

文で は 、 よ り多 くの 対象物が 「前後左右」 とい

う空間表現 に よっ て 明確 に表出され、対象物同

士 の 関連づ けも多い 傾 向が あ っ た。 また、補足

質問で は、空間内 の 複数の 地点 にお い て 参照枠

を固定した状態で 複数の対象物の 方 向を正 確に

表出 して い た。一
方、参照枠の 移動が無か っ た

対象児 の 説明文で は、移動 の あっ た 対象児 よ り

も定位 された対象物数 は少 な く、 対象物の 具体

的な位置や 方向を説明する 語句 も少 な く、 対象

物同士 を 「遠近」な どの 空 間関係で の み表現す

る者もあ っ た 。 また、補足 質問にお い て 、自ら

表出 した対象物 につ い て他 の 地点か らの 方向 を

答 え られない 対象児 （E 、 F） もあ っ た 。

　こ の こ との 理由 と して 、まず、視覚障害者の

空 間認知が触覚や 自己受容感覚 を含む諸感覚か

ら得 られる情報 を言E’maし、全体像 を把握 して い

く （StUart，1995） とい うこ とが考え られる 。 外
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部参照枠を用 い た参照枠 の 心的な移動があ っ た

対象児 の場合、参照枠の 原点は心的に対象物ま

で移動 して 行 き、 あわせ てその 付近に ある 2　一．

3個の対象物を関連づ けて説明 してお り、 参照

枠 の 原点 と対象物 まで は手の 届 く範囲の 距離で

ある と推察され る 。 実空間にお い て 、聴覚に よ

る遠方 の 対象物 の 音源定位 は環境や音源の 性質

など様々 な要 因に よ っ て 定位誤差が生 じる （古

川 ，
2011）た め、先天性視 覚障害児に とっ て物

同士 の 明確 な位置関係の 定位は、対象物まで の

身体移動 と触察お よび操作 に よ り確 実さが増す

と推察され る 。 したが っ て 、 視覚 に よ る 空間認

知で は
一望で きる規模 の 空間で あ っ て も、視覚

を介さずに空間全体を認知するに は、移動して

複数の 地点か ら配置を理解 し、 各地点における

配置知識 を統合 す る必 要が ある と考 え られ る 。

晴眼者の 場合で も、1 つ の 地点か ら把握で きな

い 大規模空間の 認知地図を形成する には、移動

と探索 に よ り複数の 地 点か ら観察 し、それ ぞ れ

の 地点にお ける 空間表象の 統合が必要 とされる

（Acredolo，1977）。 本研 究 におい て 参照枠 の 心

的な移動が あ っ た対象児は、基 点か ら対象物ま

で 移動する こ とで そ の 地 点か らまた別の 対象物

の 方向を定位する な ど、複数の 地点か ら対象空

間内の 配置 を理解 して い た と推測 され る。

一
方、

参照枠 の 心的な移動が無か っ た対象児は 、 ある

地点 にお い て参照枠 を固定 した状態で は配置を

理解 して い る もの の 、 参照枠の 固定点を移動さ

せ る と対象物 の 配置 が不 明確 に な る場 合 があ

り、移動に よる空間的他視点 の取得 とい っ た空

間認知の 操作 に困難性 を有する と も考え られ

る 。

　 と こ ろ で 、 外部参照枠 を用 い た参照枠の 心的

な移動が あ っ た対象児の うち 、 B と D は対象物

の 定位 の 参照枠が 自己の 身体軸で ある割合が他

の 対象物 で あ る割合 よ り高 か っ た 。 B とD は 、

ともに参照枠の 原点が 移動し、運動動詞の 占め

る割合が高か っ た こ と か ら、 ル
ー

ト ・マ ッ プ型

表現で ある こ とが推察され る。一
方、2 名とも

多 くの 物同士 を関連づ けて 定位 し、 補足質問に

おい て参照枠 を固定 した状態で も複数の 対象物

の 方 向を正確に定位 して お り、 発達段階 と して

ル ー
ト

・
マ ッ プ型の 段 階にある と い うよ り、 状

況に応 じて参照枠 を使 い 分けた結果で ある とも

考え られる 。 しか し、 参照枠の 移動 の 型 は、B

が基点 ＋ 物同士 型で 、 D は外枠 ＋ 物同士型 で あ

り、移動の 型 と認知地図の 型 および発達 との 関

係性に つ い て は不明 な ままで あ り、こ の 点に つ

い て 今後の 検討が必要 で ある 。

　本研 究で は 、 今後の 課題 として 以下の 点が考

えられ る 。 既知の 空間 を記憶 に基づ き言語 的に

表出す る際、外枠型 、基点型 、物同士型 、 お よ

びそれ ら複数の 型が 組み合わ さ っ た、空 間探索

方略 と同様 の外部参照枠 を用 い た参照枠の 移動

が 認め られ た 。 しか し 、 Hill・et・al，（1993）にあ っ

た 「格子 型」は 見られ な か っ た 。 した が っ て、

こ れ らの 移動の 型が発達的変化 を示す の か ど う

か 、 また 移動の 型 と空間認知地図 と の 関係性の

有無 に つ い て は明 らかに されて お らず、今後、

対象児数を増やすな どして実験 を行 い 明 らかに

する必要が ある と考える 。 また 、 先天 性視覚障

害児 に と っ て 環境 の 全体像 を認知する こ と、す

なわち 、 サーベ イ ・マ ッ プを作 り上 げるこ とが

重要 （文部省，1985）とされ る こ とか ら、 触地

図等 を用 い た指導 （香川 ，2013）や 、 中途視覚

障害者の リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン にお ける室内の セ

ル フ フ ァ ミ リ ア リゼ
ー

シ ョ ン の ため の 方法 （芝

田 ，
2003）と い っ た 指導が先天性視 覚障害児の

空間認知の 水準 を高め る うえ で 有効で あ る か ど

うかを実証 して い くこ と 、 さらには 、 よ り有効

な指導方法 に つ い て指導実践 に よ っ て検討す る

こ とが今後 の課題 としてある 。
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Appendix　1　対象児の 説明文全文

対象児　 参照枠 説明文

A
移動有 り

外枠型

プ レ イ ル
ー

ム に入 っ て右側 は壁があ ります ．その 壁 の 左は登 るや つ が あ ります．そ

の 左 はまた壁があ っ てそ の 前は 窓が あ っ てそ の 左はキ
ー

ボ
ー

ドが あ ります．キ
ー

ボ
ー

ドの 左は平均台があ ります．平均 台の 右側 に カ セ ッ トテ
ー

プ の 棚 があ ります．

そ の 右側 は本棚があ っ て そ の 右に プ レ イ ル ーム の 入 口 があ ります．ち ょ っ と前に

行っ て ドアがあります．

B

移動有 り

　基点
　 十

物同士型

触る絵本の棚が まっ す ぐ行 っ て左にあります．靴箱が入 っ て右側 に行くとあ ります．

タ
ー

ザ ン ロ
ー

ブは入 っ て 靴箱か ら右 に行 くと便利 です．ブ ラ ン コ はそ の左 側 に行 く

とあ ります．ボ
ー

ル の か ご は靴箱か ら入 っ て 右側 に行 きます．それ で ， まっ す ぐ行

くとあ ります．キーボードはまっ す ぐ行 っ て 左 に行 くとあ ります．あ，違 い ま した．

右側に行 っ て そ こ で ま っ すぐ行っ て ブ ラ ン コ の奥の方 ， 後ろ の方に行くとある の で ，
そ の 左 側 の方へ 行 っ て くだ さ い ．靴を脱い で 入 っ て ま っ す ぐ行 く と カ セ ッ トの 棚 が

あ ります．そ の 右側 に 行 くとカ セ ッ トデ ッ キ が あ ります．は し ご は 靴 を脱 い で 入 っ

て右側 に行 き，じ ゅ うたん の 巻 い て あ る壁 の 右側 に行 くとあ ります．平均台 はまっ

す ぐ行 っ た所 つ きあた りに あ ります．

C 移動無 し
ドア 入 っ た ら右側 に靴箱があ っ て ，真正面の ち ょ っ と右 くらい に平均台が あっ て ，
ドア のず っ と右の方に はボール とマ ッ トが置い て あっ て ．それ くらい ．

D

移動有 り

　外枠
　 十

物同士型

入っ た ら右に行 きます．靴箱が あります．まっ す ぐ行 くと平均台があ ります．平均

台の 後ろにはテ
ー

プの 棚が置 い て あ ります．右に行 くと本棚があ ります．もうち ょ っ

と右 に行 くと跳 び箱 とキ
ー

ボ
ー

ドと フ
ー

プが置 い て あ ります．そ こ を右 に 曲が っ て

ち ょ っ と だ け行 くと トン ネ ル やブ ロ ッ ク があ ります．ボ
ー

ル もあ ります．もっ ともっ

と右 に 行 くとマ ッ トとブ ラ ン コ とロ ープがあ ります、もうち ょ っ と前に行 くとは し

ご が あ ります．そ こ をず一
っ とま っ す ぐ行 っ て さ っ きの 靴箱 もず一

っ と行 くと，図

書室へ の 入 口 があ ります．そ こ を左 に行 くと水道があ ります．右 に 行 っ て 触 る絵本

があ ります。（出口 と入ロは同 じで す）．

E

　　　　 窓 の 所 に平均台があ ります．窓 の ち ょ っ と左側 に 絵本が い っ ぱ い 並 ん で い ます．靴

　　　　 は く所 の もうち ょ っ と前 に ギ ム ニ ッ ク ボール があ ります．あ，右か．あと，マ ッ ト
移動無 し
　　　　 が積み上が っ て い ました．窓 の方にずっ とずっ と奥の 方に棚があ ります，ブラ ン コ

　　　　 あ っ た りボール の所に．

F 移動無 し
入っ た ら靴箱が ドア の 近 くに あ っ て ，ボ ー

ル は ど こ にある っ け．平均台は窓 の 近 く

に置い てある．そ こ まで は わ か るけ ど．

G

移動有 り

　外枠

　 十

　基 点

　 十

物同士型

入 っ て すぐ右側 に靴箱が あ りま す．そ こ か ら ま っ す ぐ行 く と平均台があ っ て ， そ の

後ろ っ て 言っ た ら い い の か 引 き出 し が た くさん あ っ て
， そ の 引 き出 しの 右 側 に キー

ボードがあ ります．キ ーボードか らま っ す ぐ行 くとマ ッ トが積み上 げ て あ ります．
マ ッ トの 左側 に か ごが 置 い て あ っ て 中にボ

ー
ル がた くさん 入 っ て い ます．マ ッ トの

右側 に は しご が壁 に取 り付 けてあ っ て登 れ ます．プ レ イル
ー

ム の 入 囗 の斜め左 に 図

書室に 通 じる ドア があ ります．そ の ドア を越 えると左 側 に 本が置 い て あ る棚が あ り

ます．
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Spatial Cognition ofFamiliar  Indoor Locations in Spatial Descriptions

           for Children Who  are  Congenitally Blind:

  Focus on  the Moyement  of  Referenee Frame  in Mental Scanning

Shinobu TANSHO'  and  Toshibumi KAKIZAWA*'

 In this research, 7 cengenita11y  blind ehildren  were  asked  to describe the location of  the subjects

which  was  fainiliar to them  in a playroom. From the sketch  map  drawn based on  the  spatial  description

which  was  obtained,  it was  noted  that some  children  described were  using  the ways  in which  were

similar  to the exploring  strategies.  Comparing  the children  who  have  movement  of  the frame of

reference  with  the others, on  the basis of  oneself  and  othcr  items, most  of  the subjects  were  expressed

correctly  and  the subjects  were  orientated using  the spatial illustration of  
"front

 and  the rear, right and

lefti'. We  also  found some  tendencies among  it. In contrast,  another  subjects  were  described a  few

items "near"
 or  

"around",
 Throughout  this research,  it was  suggested  that it is efTective  to move  the

frame of  reference  with  external  reference  frame in the formatien of  a cognitive  map  capacity  to

orientate  the location and  direction ofmany  subjects  correctly.

Key words:  children  who  are congenitally  blind, spatial cognition,  familiar indoor locations, reference

        frame
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